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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る
届
出
（
三
九
五
・
商
業
貿
易

室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
１

◯
土
地
収
用
法
に
よ
る
事
業
の
認
定
（
三
九
六
・
建
設
管
理
課
）
…
…
…
１

公
　
告

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
決
定
（
山
本
地
域
振
興
局
農
林

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
秋
田
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
３

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
の
届
出
（
仙
北
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
３

秋
田
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
関
係
書
類
を

縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め

配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
場
合
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
県
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
、

こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
八
月
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
届
出
事
項
の
概
要

（一）

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
反
　
田
　
悦

生

秋
田
市
土
崎
港
北
一
丁
目
六
番
二
十
五
号

（二）

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
た
か
の
す

北
秋
田
市
栄
字
中
綱
三
十
一
│
一
外

（三）

小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
反
　
田
　
悦

生
秋
田
市
土
崎
港
北
一
丁
目
六
番
二
十
五
号

株
式
会
社
サ
ン
デ
ー
　
代
表
取
締
役
　
和
　
田
　
正
　
徳

青
森
県
八
戸
市
根
城
六
丁
目
二
十
二
番
十
号

株
式
会
社
ツ
ル
ハ
　
代
表
取
締
役
　
鶴
　
羽
　
　
　
樹

北
海
道
札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
二
十
丁
目
一
番
地
二
十
一
号

株
式
会
社
し
ま
む
ら
　
代
表
取
締
役
　
野
　
中
　
正
　
人

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
宮
原
町
二
丁
目
十
九
番
四
号

（四）

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

平
成
二
十
年
三
月
二
十
四
日

（五）

店
舗
面
積
の
合
計

一
万
四
千
百
三
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル

（六）

駐
車
場
の
収
容
台
数

千
五
百
五
十
九
台

（七）

駐
輪
場
の
収
容
台
数

四
百
十
台

（八）

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積

七
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

（九）

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量

百
三
十
八
立
方
メ
ー
ト
ル

（十）

小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
株
式
会
社

開
店
時
刻
　
午
前
六
時
（
一
部
午
前
九
時
）

閉
店
時
刻
　
翌
日
午

前
零
時
（
一
部
午
後
九
時
）

株
式
会
社
サ
ン
デ
ー

開
店
時
刻
　
午
前
六
時
　
閉
店
時
刻
　
午
後
九
時

株
式
会
社
ツ
ル
ハ

開
店
時
刻
　
午
前
九
時
　
閉
店
時
刻
　
午
後
九
時

株
式
会
社
し
ま
む
ら

開
店
時
刻
　
午
前
十
時
　
閉
店
時
刻
　
午
後
八
時

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
五
時
三
十
分
か
ら
翌
日
午
前
零
時
三
十
分
ま
で

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数

三
か
所

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
（
一
部
二
十
四
時
間
）

二
　
届
出
年
月
日

平
成
十
九
年
七
月
二
十
三
日

三
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

（一）

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

北
秋
田
市
役
所
　
産
業
部
　
商
工
観
光
課

（二）

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
八
月
七
日
か
ら
同
年
十
二
月
七
日
ま
で

四
　
意
見
書
の
提
出
先

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
秋
田
県
産
業
経
済
労
働
部
商
工
業
振

興
課
商
業
貿
易
室

五
　
意
見
書
に
添
付
す
る
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項

（一）

意
見
を
述
べ
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

（二）

意
見
の
対
象
と
な
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

（三）

意
見
を
述
べ
る
理
由

秋
田
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
起
業
者
の
名
称
　
秋
田
市

二
　
事
業
の
種
類
　
秋
田
駅
東
西
歩
道
橋
西
側
昇
降
口
等
整
備
事
業

三
　
起
業
地

（一）

収
用
の
部
分
　
秋
田
県
秋
田
市
楢
山
字
長
沼
地
内

（二）

使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日
付
け
で
秋
田
市
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
秋
田

駅
東
西
歩
道
橋
西
側
昇
降
口
等
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）

に
関
す
る
事
業
認
定
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（一）

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
秋
田
市
中
通
七
丁
目
地
内
の
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
」
と
い
う
。
）
秋
田
駅
の
西
側
か
ら
秋
田
市
手
形

字
西
谷
地
地
内
の
秋
田
駅
の
東
側
を
連
結
す
る
延
長
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、

幅
員
六
メ
ー
ト
ル
、
地
上
六．

二
メ
ー
ト
ル
の
Ｊ
Ｒ
奥
羽
線
の
上
を
通

る
秋
田
市
が
整
備
し
た
秋
田
駅
東
西
歩
道
橋
（
以
下
「
Ｗ
ｅ
ロ
ー
ド
」

と
い
う
。
）
の
西
側
の
昇
降
口
等
を
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
と
し
て

整
備
す
る
事
業
で
あ
り
、
土
地
収
用
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る

地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業

告
　
　
　
　
　
　
示

（ ）十一（ ）十二（ ）十三
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２

に
該
当
す
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（二）

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十

二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
い

て
秋
田
市
が
作
成
し
た
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
に
基
づ
い
て
施
行
す

る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
秋
田
市
は
本
件
事
業
を
施
行
す
る
権
能
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要

件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（三）

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

（１）

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

Ｗ
ｅ
ロ
ー
ド
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
に
開
通
し
た
秋
田
駅
の
北

側
に
付
随
す
る
秋
田
駅
の
東
西
を
結
ぶ
跨
線
歩
道
橋
で
あ
る
。
Ｗ
ｅ

ロ
ー
ド
に
よ
り
秋
田
駅
の
東
西
が
徒
歩
で
通
行
可
能
と
な
り
、
そ
れ

ま
で
主
な
歩
行
路
線
で
あ
っ
た
県
道
秋
田
岩
見
船
岡
線
の
手
形
陸
橋

や
市
道
千
秋
久
保
田
町
手
形
新
栄
町
線
の
手
形
跨
線
橋
及
び
市
道
川

尻
広
面
線
の
明
田
地
下
道
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
駅
の
東
西
を
通
行

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
秋
田
駅
東
西
間
の
歩
行

者
の
交
流
が
活
発
と
な
り
、
特
に
秋
田
駅
東
地
区
の
住
民
（
当
時
人

口
約
四
万
八
千
人
）
に
と
っ
て
大
き
な
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
九
年
の
秋
田
新
幹
線
の
開
業
に
伴
い
、
秋
田
駅
東

口
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
平
成
十
六
年
に
は
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
・

ア
ル
ヴ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー
と
秋
田
駅
西

口
を
繋
ぐ
形
で
秋
田
駅
東
西
連
絡
自
由
通
路
が
開
通
し
、
ま
た
秋
田

駅
東
口
駅
前
広
場
や
秋
田
駅
東
自
転
車
等
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
る
な

ど
秋
田
駅
東
西
周
辺
の
歩
行
者
や
自
転
車
の
交
通
量
が
増
加
し
て
き

た
。こ

う
し
た
中
、
自
転
車
に
よ
る
秋
田
駅
東
西
の
通
行
に
関
し
て
は
、

依
然
と
し
て
県
道
秋
田
岩
見
船
岡
線
の
手
形
陸
橋
や
市
道
千
秋
久
保

田
町
手
形
新
栄
町
線
の
手
形
跨
線
橋
及
び
市
道
川
尻
広
面
線
の
明
田

地
下
道
を
経
由
す
る
こ
と
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
秋
田
市
は
平
成
十
五
年
度
に
Ｗ
ｅ
ロ
ー
ド
の
秋
田
駅

東
口
側
の
昇
降
口
等
を
自
転
車
用
の
昇
降
機
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
な
ど
自
転
車
が
通
行
可
能
な
改
修
を
実
施
し
て
い
る
。

秋
田
駅
周
辺
の
歩
行
者
及
び
自
転
車
の
交
通
量
調
査
で
は
、
平
成

十
四
年
度
に
比
べ
て
平
成
十
七
年
度
で
は
、
日
曜
日
で
百
四
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
、
月
曜
日
で
百
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
交
通
量
の
増

加
が
見
ら
れ
、
今
後
も
相
当
な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
秋
田
駅
東
西
間
が
自
転
車
で
通
行
可

能
と
な
り
、
秋
田
駅
周
辺
の
交
流
の
一
層
の
活
性
化
と
住
民
等
の
利

便
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、

相
当
程
度
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（２）

失
わ
れ
る
利
益

本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）

及
び
秋
田
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
二
年
秋
田
県
条
例
第
百

三
十
七
号
）
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
対
象
事
業

に
は
該
当
し
な
い
。

ま
た
、
本
件
事
業
の
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
低
騒
音
型
、
排
出
ガ

ス
対
策
型
建
設
機
械
等
を
使
用
す
る
な
ど
、
騒
音
・
振
動
・
排
出
ガ

ス
を
抑
制
す
る
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
周
辺
の
建
物
や
歩
行
者
、

自
動
車
、
列
車
な
ど
の
交
通
の
安
全
に
最
大
限
配
慮
す
る
も
の
と
し

て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
は
少

な
い
も
の
で
あ
り
、
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（３）

複
数
案
の
検
討

本
件
事
業
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
Ｗ
ｅ
ロ
ー
ド
の
秋
田
駅
西
側

の
昇
降
口
等
の
位
置
を
秋
田
駅
ビ
ル
及
び
秋
田
駅
西
口
駅
前
広
場
方

向
に
設
置
し
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
を
西
北
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
で
整
備
す
る
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
へ
接
続
さ
せ
る
案
と

申
請
案
と
が
あ
る
が
、

ア
　
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
の
円
滑
な
通
行
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

イ
　
事
業
費
の
総
合
的
な
経
済
性
が
優
れ
て
い
る
こ
と
。

等
の
基
準
に
よ
り
二
案
を
比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
に
お

い
て
も
申
請
案
が
優
れ
て
お
り
、
本
件
事
業
の
起
業
地
は
最
も
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（４）

事
業
計
画
の
合
理
性

（１）
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
（２）
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利

益
を
比
較
衡
量
す
る
と
、
本
件
事
業
の
実
施
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益

が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
（３）
で
述

べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
の
起
業
地
は
他
の
候
補
地
と
比
較
し
て
最

も
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の

要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（四）

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

（１）

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

（三）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
秋
田
駅
周
辺
に
お
い
て
は
、
歩
行
者
及
び

自
転
車
の
交
通
量
が
増
加
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
自
転
車

に
よ
る
秋
田
駅
東
西
間
の
通
行
を
可
能
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
平
成
十
一
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
の
間
に
、
本
件
事
業

に
関
し
て
秋
田
市
議
会
の
質
問
や
近
隣
住
民
等
か
ら
の
陳
情
・
要
望

が
、
合
わ
せ
て
十
九
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
十
六
年
度
に

秋
田
市
が
行
っ
た
Ｗ
ｅ
ロ
ー
ド
利
用
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
で

は
、
約
六
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
Ｗ
ｅ
ロ
ー
ド
の
秋
田
駅
西
側
昇

降
口
の
改
修
が
必
要
と
答
え
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。

（２）

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
体
工
事
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
「
立
体
横
断
施
設
技
術
基

準
及
び
道
路
標
識
設
置
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
二

十
二
日
付
け
建
設
省
通
達
）
に
適
合
し
た
幅
員
構
成
を
も
つ
昇
降
施

設
の
設
置
及
び
当
該
昇
降
施
設
の
維
持
管
理
並
び
に
西
北
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
で
整
備
す
る
公
共
施
設
と
連
結
さ
せ
る
自
転
車
歩
行

者
専
用
道
路
の
設
置
の
た
め
に
必
要
な
最
小
限
の
範
囲
で
あ
り
、
関

連
工
事
に
つ
い
て
も
必
要
最
小
限
の
範
囲
と
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（３）

以
上
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益

上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第

四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（五）

結
論

（一）
か
ら
（四）
ま
で
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収

用
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
第
二
十

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
の
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
土
地
収
用
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場

所
秋
田
市
ま
ち
づ
く
り
整
備
室

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、

同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
書
類
の
名
称
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
種
地
区
経
営

体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
九
年
八
月
九
日
か
ら
同
年
九
月
五
日
ま
で

公
　
　
　
　
　
　
告
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三
　
縦
覧
場
所
　
能
代
市
役
所
本
庁
舎
及
び
能
代
市
役
所
二
ツ
井
町
庁
舎

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
戸
村
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
就
退
任
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
川
崎
字
嘉
美
七
番
地
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
昭
二

〃
　
　
　
〃
　
　
　
夜
叉
袋
字
下
昼
寝
五
十
二
番
地
　
　
須
田
　
　
誠

〃
　
　
　
〃
　
　
　
浦
大
町
字
豊
坂
二
十
一
番
地
　
　
　
金
　
善
一
郎

〃
　
　
　
〃
　
　
　
富
津
内
下
山
内
字
深
堀
八
十
四
番
地

大
石
専
之
丞

〃
　
　
　
五
城
目
町
小
池
字
岡
本
家
ノ
下
百
八
十
一
番
地

小
玉
　
京
蔵

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
川
崎
字
嘉
美
七
番
地
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
昭
二

〃
　
　
　
〃
　
　
　
夜
叉
袋
字
下
昼
寝
五
十
二
番
地
　
　
須
田
　
　
誠

〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
松
ノ
木
四
十
五
番
地
　
　
松
田
　
健
一

〃
　
　
　
〃
　
　
　
浦
大
町
字
豊
坂
二
十
一
番
地
　
　
　
金
　
善
一
郎

〃
　
　
　
〃
　
　
　
小
池
字
梨
ノ
木
百
十
四
番
地
　
　
　
千
田
平
三
郎

〃
　
　
　
〃
　
　
　
富
津
内
下
山
内
字
深
堀
八
十
四
番
地

大
石
専
之
丞

〃
　
　
　
五
城
目
町
富
津
内
下
山
内
字
和
田
八
十
五
番
地
七小

林
　
茂
信

〃
　
　
　
〃
　
　
　
小
池
字
岡
本
家
ノ
下
百
八
十
一
番
地

小
玉
　
京
蔵

〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
森
山
下
七
十
六
番
地
　
　
　
佐
々
木
仁
茂

〃
　
　
　
〃
　
　
　
野
田
字
清
涌
百
六
十
三
番
地
　
　
　
加
藤
　
信
哉

〃
　
　
　
〃
　
　
　
字
石
田
六
ヶ
村
堰
添
一
番
二
十
九
　
畠
山
　
正
雄

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
川
崎
字
前
川
原
九
十
番
地
　
　
　
　
千
田
　
保
雄

〃
　
　
　
五
城
目
町
浦
横
町
字
舘
ノ
下
六
十
六
番
地
　
　
近
藤
　
慶
悦

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
川
崎
字
前
川
原
九
十
番
地
　
　
　
　
千
田
　
保
雄

〃
　
　
　
五
城
目
町
浦
横
町
字
舘
ノ
下
六
十
六
番
地
　
　
近
藤
　
慶
悦

〃
　
　
　
〃
　
　
　
富
津
内
下
山
内
字
組
田
百
二
十
九
番
地大

石
　
勇
藏

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
秋
田
市
上
北
手
猿
田
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定

款
変
更
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
七
月
三
十
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
大
仙
市
西
仙
北
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の

退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す

る
。

平
成
十
九
年
八
月
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
仙
市
大
沢
郷
寺
字
皆
別
当
百
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
島
　
廣
男
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